
特　徴

自生環境

生育を脅かす要因

今までオニタビラコとされてきた植物は、 新しい研究によってア
オオニタビラコとアカオニタビラコの２つの亜種に分けられまし
た。 アオオニタビラコ、 アカオニタビラコともに、 市内ではい
たるところにごく普通に見ることができます。

　今までオニタビラコと呼ばれていた植物は、 最近
アオオニタビラコ （subsp. japonica） とアカオニタ
ビラコ (subsp. elstonii) の２つの亜種に分けて呼ぶ
ようになりました。 またアオオニタビラコとアカオニ
タビラコの中間的なすがたをしたものは、 両者の
雑種と考えられており、 アイオニタビラコの名で呼
ばれています。 分類上、 アオオニタビラコがこれら
の基本種 （基準亜種） として扱われています。

アオのほうが基本種

アカオニタビラコ、 アオオ
ニタビラコともに市内全域
でごく普通に見られます。

千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

道ばた、野原、林縁 など

アカオニタビラコは野原や畑地などに多い越年草で、 茎や葉は
毛が多く、 全体的に赤みがかった色をしています。 春になると
太い茎が１本立ち、 その先に多数の花がかたまって咲きます。
ときに細い茎が２～３本出ることがありますが、 メインとなる太い
茎が必ず１本あります。

アオオニタビラコは道ばたや公園など街っぽいところに多い傾向
がある多年草です。 葉は深緑色でやや光沢があります。 細い
茎を何本も立ちあげ、 その先に小さな黄色い花を咲かせます。
季節に関係なくだらだらと咲き続ける傾向があります。

市内の分布状況

日本在来
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オニタビラコ （鬼田平子）

Youngia japonica (L.) DC.

市内全域にごく普通で、 今のところ
絶滅の心配はありません。 しかし目
の敵にしすぎるのは考えもの。 地域
に咲く野の花として、 やさしく見守る
気持ちを大切にしたいところです。

今のところ特になし
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